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三
月
議
会
か
ら

三
月
定
例
市
議
会
は
、
三

月
三
日
か
ら
三
月
二
十
四
日

ま
で
の
二
十
二
日
間
に
わ
た

っ
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成

二
十
年
度
補
正
予
算
十
件
、

平
成
二
十
一
年
度
予
算
九

件
、
報
告
一
件
、
条
例
改
正

九
件
、
事
件
案
件
五
件
、
諮

問
一
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
案
件
は
、
可
決
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主

な
も
の
は
九
〜
十
ペ
ー
ジ
に

ま
と
め
ま
し
た
。

施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

お
よ
び
一
般
質
問
は
、
七
名

の
議
員
が
行
い
、
市
当
局
の

現
状
、
方
針
等
考
え
方
を
た

だ
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
四
〜
七
ペ
ー
ジ

に
ま
と
め
ま
し
た
。

五
月
十
五
日
に
臨
時
会
を

開
会
し
、
新
し
い
議
会
構
成

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
、
副
議
長
、
議
会
運

営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
な

ど
の
委
員
が
二
〜
三
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

五
月
臨
時
会
か
ら

矢野メロン（矢野町上）
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新しい議会構成を決定しました

議　長

吉田
よよ しし だだ

政男
まま ささ おお

副議長

大川
おおおおかかわわ

孝之
たたかかゆゆきき

三浦
みみ うう らら

隆利
たたかかととしし

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平

素
か
ら
市
政
並
び
に
市
議
会

に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
相
生
市
議
会

議
長
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。現

在
、
相
生
市
政
は
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、

厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重

点
的
か
つ
効
率
的
に
運
用
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
要
望
な

ど
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
肝
要
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
私
た
ち
議
会
に

お
き
ま
し
て
も
、
そ
の
役
割

を
認
識
し
、
与
え
ら
れ
た
権

限
・
機
能
を
活
か
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ま
方
の
一
層

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る

た
め
、
議
会
運
営
全
般
に
つ

い
て
協
議
・
調
整
し
ま
す
。

委
員
　
土
井
　
本
子

委
員
　
三
浦
　
隆
利

委
員
　
盛

耕
三

委
員
　
柴
田
　
和
夫 委員長

前川
ままええかかわわ

郁典
いいくくすすけけ

副委員長

渡邊
わわたたななべべ

慎治
しし んん じじ

議議
会会
選選
出出
委委
員員
等等

西
播
磨
水
道
企
業
団
議
会
議
員

豆
鞘
宏
重
・
後
田
正
信

吉
田
政
男
・
奥
本
巳
千
雄

大
川
孝
之
・
角
石
茂
美

柴
田
和
夫

安
室
ダ
ム
水
道
用
水
供
給

企
業
団
議
会
議
員

盛
　
耕
三
・
大
川
孝
之

赤
相
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員

渡
邊
慎
治
・
大
川
孝
之

農
業
委
員
会
委
員

土
井
本
子
・
前
川
郁
典

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

前
川
郁
典
・
岩
崎

修

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会委

員

三
浦
隆
利
・
楠
田
道
雄

環
境
保
全
審
議
会
委
員

宮
艸
真
木
・
豆
鞘
宏
重

阪
口
正
哉

都
市
計
画
審
議
会
委
員

土
井
本
子
・
大
川
孝
之

農
業
振
興
審
議
会
委
員

渡
邊
慎
治

議議
会会
選選
出出
監監
査査
委委
員員

就就
　　
任任
　　
挨挨
　　
拶拶

議議
会会
運運
営営
委委
員員
会会
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相
生
市
で
は
、
二
人
以
上
の
議
員

で
会
派
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

緑
風
ク
ラ
ブ
（
七
人
）

（
代
　
表
）

角
石
　
茂
美

（
幹
事
長
）

三
浦
　
隆
利

豆
鞘
　
宏
重
、
前
川
　
郁
典
　

阪
口
　
正
哉
、
盛
　
　
耕
三

吉
田
　
政
男

ク
ロ
ー
バ
ー
（
五
人
）

（
代
　
表
）

奥
本
巳
千
雄

（
幹
事
長
）

楠
田
　
道
雄

宮
艸
　
真
木
　
土
井
　
本
子

柴
田
　
和
夫
　

公
明
党
（
二
人
）

（
幹
事
長
）

後
田
　
正
信

渡
邊
　
慎
治

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

岩
崎
　
　
修
　
（
共
産
党
）

大
川
　
孝
之
　
（
無
会
派
）

議
会
報
編
集
委
員
会

委

員

長
　
豆
鞘
　
宏
重
　

副
委
員
長
　
岩
崎
　
　
修

委
　

員

宮
艸
　
真
木

〃
　
　
後
田
　
正
信

〃
　

前
川
　
郁
典

〃
　

阪
口
　
正
哉

〃
　

楠
田
　
道
雄
　

会会
派派
別別
議議
員員
　　

総総
務務
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会
（（
八八
人人
））

常任委員会・会派構成

民民
生生
建建
設設
常常
任任
委委
員員
会会
（（
八八
人人
））

企
画
管
理
部
、
出
納
室
、
議
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
、
監
査
委
員
、
公
平
委
員
会
、
消
防
本

部
、
教
育
委
員
会
等
に
関
す
る
事
項
を
調
査
・

審
査
し
ま
す
。

市
民
福
祉
部
、
建
設
経
済
環
境
部
、
市
民
病

院
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項
を
調
査
・
審

査
し
ま
す
。

委　員

柴田
し ば た

和夫
か ず お

委員長

渡邊
わたなべ

慎治
し ん じ

委　員

豆鞘
まめさや

宏重
ひろしげ

委　員

吉田
よ し だ

政男
ま さ お

副委員長

盛
もり

耕三
こうぞう

委　員

前川
まえかわ

郁典
いくすけ

委　員

楠田
く す だ

道雄
み ち お

委　員

土井
ど い

本子
も と こ

委　員

宮艸
みやくさ

真木
ま き

委　員

岩崎
いわさき

修
おさむ

委　員

大川
おおかわ

孝之
たかゆき

副委員長

角石
かくいし

茂美
し げ み

委　員

奥本
おくもと

巳千雄
み ち お

委　員

三浦
み う ら

隆利
たかとし

委員長

後田
うしろだ

正信
まさのぶ

委　員

阪口
さかぐち

正哉
ま さ や



学学
校校
施施
設設
のの
耐耐
震震
化化

計計
画画
にに
つつ
いい
てて
、、
基基
本本

的的
なな
考考
ええ
方方
おお
よよ
びび
最最
終終
年年

度度
はは
いい
つつ
ごご
ろろ
をを
予予
定定
しし
てて

いい
るる
のの
かか
。。

学
校
施
設
の
耐
震
化

は
、
耐
震
補
強
を
最
優

先
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
耐
震
診
断
の
結
果

Ｉ
ｓ
値
（（
※※
））
が
〇
・
三
未
満

で
、
早
急
に
取
り
組
む
建
物

六
棟
、
耐
震
性
が
低
い
と
さ

れ
た
十
五
棟
の
二
つ
に
区
分

し
、
早
急
に
取
り
組
む
六
棟

は
、
平
成
二
十
二
年
度
で
耐

震
化
を
終
え
る
計
画
と
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
残
り
十

五
棟
は
、
長
期
計
画
と
な
る

も
の
の
、
耐
用
年
数
（（
※※
））、
耐

震
指
標
を
考
え
合
わ
せ
、
年

次
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。

統統
廃廃
合合
のの
予予
想想
ささ
れれ

るる
学学
校校
施施
設設
のの
耐耐
震震
化化

にに
つつ
いい
てて
、、
財財
政政
がが
厳厳
しし
いい

なな
かか
、、
空空
きき
校校
舎舎
とと
なな
るる
建建

物物
のの
耐耐
震震
補補
強強
をを
行行
わわ
なな
いい

考考
ええ
もも
ああ
るる
とと
思思
うう
がが
、、
統統

廃廃
合合
をを
効効
率率
よよ
くく
進進
めめ
るる
計計

画画
はは
ああ
るる
のの
かか
。。

有
化
が
図
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
学
校
運
営
等
に

ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う

工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今今
治治
市市
でで
はは
、、「「
食食
とと

農農
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
条条
例例
」」

をを
制制
定定
しし
地地
産産
地地
消消
、、
食食
育育
、、

有有
機機
農農
業業
のの
推推
進進
をを
三三
本本
柱柱

にに
、、
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
行行
うう
とと

しし
てて
いい
まま
すす
。。
相相
生生
市市
のの
地地

産産
地地
消消
のの
推推
進進
状状
況況
、、
相相
生生

名名
物物
創創
出出
事事
業業
、、
地地
元元
産産
品品

販販
売売
ルル
ーー
トト
のの
拡拡
大大
にに
つつ
いい

てて
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

夢
あ
る
農
村
づ
く
り

推
進
事
業
で
「
食
と
農

を
守
る
か
あ
ち
ゃ
ん
ず
」
を

立
ち
上
げ
、
地
産
地
消
を
推

昨昨
年年
四四
月月
よよ
りり
、、
生生

活活
習習
慣慣
病病
をを
防防
ぐぐ
たた
めめ
、、

各各
保保
険険
者者
にに
おお
いい
てて
特特
定定
健健

診診
・・
保保
健健
指指
導導
等等
をを
行行
いい
、、

そそ
のの
効効
果果
にに
よよ
りり
、、
長長
寿寿
医医

療療
保保
険険
制制
度度
へへ
のの
支支
援援
金金
がが

増増
減減
ささ
れれ
るる
ここ
とと
とと
なな
っっ
てて

おお
りり
まま
すす
。。

市市
のの
現現
状状
をを
おお
伺伺
いい
しし
まま

すす
。。

特
定
健
診
の
実
施
率

は
、
県
下
平
均
二
十
％

で
、
当
市
は
三
十
七
・
七
％
、

上
位
四
位
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。今

後
、
保
健
指
導
の
実
績

を
検
証
し
、
効
果
的
な
実
施

に
取
り
組
み
ま
す
。

学学
校校
給給
食食
へへ
のの
地地
産産

地地
消消
のの
推推
進進
状状
況況
おお
よよ

びび
残残
飯飯
のの
多多
いい
献献
立立
にに
つつ
いい

てて
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

平
成
十
九
年
度
か
ら

本
格
実
施
し
、
地
元
食

※IS値：建物の粘り強さに形状や経年などを考慮して算出される構造耐震指標
※耐用年数：建築物などの使用に耐えうる年数
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〈
三
月
議
会
〉

施
政
方
針
に
対
す
る

代
表
質
問
・
一
般
質
問

問 答 問

「愛着と生きがいを

育むまちづくり」

について

宮艸
みみややくくささ

真木
まま きき

答 問

材
は
十
四
品
目
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
特
に
タ
マ
ネ
ギ
が

約
五
十
％
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、

約
三
十
五
％
が
地
元
産
で
あ

り
ま
す
。

残
飯
の
多
い
献
立
は
、
ヒ

ジ
キ
の
煮
物
、
切
り
干
し
大

根
の
煮
物
な
ど
で
す
。

家
庭
の
食
事
が
洋
風
化
し
、

児
童
・
生
徒
に
な
じ
み
の
な

い
た
め
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

高
く
伝
統
的
な
料
理
で
も
あ

る
の
で
、
各
学
校
で
食
育
の

充
実
を
図
り
、
残
飯
の
出
な

い
工
夫
に
取
り
組
み
ま
す
。

開開
かか
れれ
たた
学学
校校
をを
めめ

ざざ
しし
、、
学学
校校
・・
家家
庭庭
・・

地地
域域
とと
のの
連連
携携
をを
強強
めめ
るる
たた

めめ
、、
オオ
ーー
ププ
ンン
スス
クク
ーー
ルル
おお

よよ
びび
学学
校校
評評
議議
員員
制制
度度
がが
導導

入入
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、
そそ
のの

状状
況況
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
しし
まま

すす
。。

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

は
、
幼
稚
園
で
年
三
回
、

小
・
中
学
校
で
五
回
開
催
し
、

そ
の
参
加
者
の
割
合
は
、
保

護
者
が
八
十
五
％
、
地
域
の

方
々
が
十
五
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
評
議

員
会
は
、
各
幼
・
小
・
中
学

校
と
も
年
一
、
二
回
開
催
し

て
お
り
、
地
域
の
情
報
や
住

民
の
声
を
直
接
学
校
に
届
け

る
機
会
が
増
え
、
情
報
の
共

進
す
る
た
め
、
生
産
者
グ
ル

ー
プ
と
し
て
単
独
で
で
き
な

い
事
業
に
取
り
組
み
、
地
元

の
農
産
物
の
生
産
量
の
拡
大

を
図
っ
て
い
ま
す
。

相
生
名
物
創
出
事
業
は
、

相
生
特
産
の
カ
キ
、
ユ
ズ
等

を
使
っ
た
創
作
料
理
を
市
民

に
公
募
し
、「
ご
当
地
グ
ル
メ
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
商
品
を

開
発
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。地

元
産
品
の
販
売
所
は
、

六
か
所
の
直
売
所
が
あ
り
、

昨
年
は
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

ー
で
兵
庫
食
品
認
定
フ
ェ
ア

と
し
て
、
年
二
回
販
売
を
行

い
ま
し
た
。

答 問

答 問 答 問 特定健診・保健指導

について

学校給食・オープン　

スクールについて

地産地消の推進

について

（代表質問）

楠田
くく すす だだ

道雄
みみ ちち おお

食と農を守るかあちゃんずのつどい（市民会館）



検検
討討
委委
員員
会会
会会
議議
録録

でで
はは
、、
大大
会会
のの
廃廃
止止
にに

つつ
いい
てて
のの
意意
見見
がが
大大
勢勢
をを
占占

めめ
てて
いい
るる
とと
見見
ええ
まま
すす
。。
ここ

のの
たた
めめ
、、
福福
祉祉
をを
後後
退退
ささ
せせ
、、

市市
庁庁
舎舎
のの
耐耐
震震
診診
断断
をを
先先
送送

りり
にに
しし
てて
まま
でで
大大
会会
をを
続続
けけ

るる
ここ
とと
はは
いい
かか
がが
なな
もも
のの
かか
。。

まま
たた
、、
そそ
のの
ここ
とと
をを
容容
認認
すす

るる
市市
議議
会会
もも
市市
民民
のの
支支
持持
をを

失失
いい
かか
ねね
まま
せせ
んん
。。

市市
長長
のの
考考
ええ
をを
おお
聞聞
きき
しし

たた
いい
。。

五
月
末
に
は
、
検
討

委
員
会
の
報
告
書
を
い

た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
報
告
書
を
参
考

に
議
会
の
皆
さ
ん
と
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
来
年
度
以

降
に
つ
い
て
検
討
い
た
し
ま

す
。

児児
科科
もも
併併
せせ
持持
つつ
病病
院院
とと
すす

るる
たた
めめ
、、
現現
在在
市市
民民
病病
院院
にに

投投
入入
しし
てて
いい
るる
財財
源源
をを
使使
うう

とと
なな
れれ
ばば
市市
民民
もも
納納
得得
すす
るる

とと
考考
ええ
るる
。。

今今
のの
まま
まま
でで
はは
、、
二二
年年
間間

先先
送送
りり
にに
すす
るる
だだ
けけ
でで
はは
なな

いい
のの
かか
。。こ

の
プ
ラ
ン
（
案
）

は
経
営
改
善
を
平
成
二

十
三
年
度
ま
で
先
送
り
を
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
今
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
役
割
等
に
つ
い

て
、
諸
準
備
を
し
て
い
く
た

め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今今
年年
もも
兵兵
庫庫
カカ
ッッ
ププ

相相
生生
ドド
ララ
ゴゴ
ンン
ボボ
ーー
トト

選選
手手
権権
大大
会会
をを
開開
催催
すす
るる
よよ

うう
でで
すす
がが
、、
現現
在在
のの
社社
会会
経経

済済
状状
況況
のの
なな
かか
、、
市市
民民
のの
支支

持持
をを
得得
なな
いい
ここ
のの
事事
業業
のの
継継

続続
はは
いい
かか
がが
なな
もも
のの
かか
。。

平
成
十
三
年
度
開
催

の
ア
ジ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ー
ト
選
手
権
大
会
プ
レ
大
会

か
ら
十
回
目
開
催
を
迎
え
る

平
成
二
十
二
年
度
を
も
っ
て

区
切
り
と
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
三

年
度
以
降
の
大
会
に
つ
い
て
、

広
く
学
識
経
験
者
、
市
民
、

大
会
関
係
者
か
ら
な
る
検
討

委
員
会
に
お
い
て
議
論
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

先先
のの
民民
生生
建建
設設
常常
任任

委委
員員
会会
でで
説説
明明
のの
ああ
っっ

たた
「「
相相
生生
市市
民民
病病
院院
改改
革革
ププ

ララ
ンン
（（
案案
））」」
でで
はは
、、
平平
成成
二二

十十
三三
年年
度度
まま
でで
にに
、、
単単
年年
度度

経経
常常
収収
支支
均均
衡衡
のの
改改
善善
、、
赤赤

字字
をを
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
とと
しし
、、

そそ
のの
対対
策策
とと
しし
てて
、、
常常
勤勤
医医

師師
のの
確確
保保
とと
診診
療療
体体
制制
のの
強強

化化
等等
をを
掲掲
げげ
てて
おお
りり
まま
すす
。。

まま
たた
、、
平平
成成
二二
十十
二二
年年
度度
にに

おお
いい
てて
そそ
のの
目目
標標
達達
成成
がが
見見

込込
まま
れれ
なな
いい
場場
合合
はは
、、
公公
設設

公公
営営
（（
※※
））
はは
断断
念念
しし
、、
民民
営営

化化
等等
がが
選選
択択
肢肢
とと
なな
るる
。。
そそ

のの
判判
断断
時時
期期
はは
、、
平平
成成
二二
十十

二二
年年
度度
末末
とと
すす
るる
とと
ああ
りり
まま

すす
。。市市

民民
のの
多多
くく
はは
、、
目目
標標
達達

成成
はは
難難
しし
いい
とと
見見
てて
いい
るる
よよ

うう
でで
すす
がが
、、
市市
長長
のの
考考
ええ
はは
。。

常
勤
医
師
が
二
名
の

ま
ま
で
あ
れ
ば
、
経
営

改
善
の
目
標
達
成
は
不
可
能

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の

た
め
、
医
師
の
招
聘

し
ょ
う
へ
い
と
経
営

改
善
を
同
時
に
進
め
、
平
成

二
十
三
年
度
ま
で
に
は
、
さ

ら
に
常
勤
医
師
一
名
を
確
保

し
、
改
革
プ
ラ
ン
（
案
）
の

収
支
計
画
の
と
お
り
改
善
で

き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

病病
院院
経経
営営
をを
今今
すす
ぐぐ

民民
営営
化化
なな
どど
もも
視視
野野
にに

入入
れれ
たた
検検
討討
にに
入入
るる
べべ
きき
でで
、、

そそ
のの
結結
果果
、、
産産
婦婦
人人
科科
・・
小小

ここ
のの
事事
業業
にに
多多
くく
のの

方方
がが
賛賛
同同
ささ
れれ
、、
たた
くく

ささ
んん
のの
寄寄
附附
がが
寄寄
せせ
らら
れれ
まま

しし
たた
。。

ここ
のの
寄寄
附附
金金
をを
使使
っっ
てて
のの

新新
規規
事事
業業
がが
八八
事事
業業
予予
定定
ささ

れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、
どど
のの
よよ
うう

にに
寄寄
附附
をを
ささ
れれ
たた
方方
々々
のの
思思

いい
をを
反反
映映
ささ
れれ
たた
のの
かか
おお
尋尋

ねね
しし
まま
すす
。。

新
規
事
業
の
選
定
に

あ
た
っ
て
は
一
つ
に
は

寄
附
事
業
に
よ
り
相
生
が
元

気
に
な
る
こ
と
。
二
つ
に
は

原
則
と
し
て
補
助
事
業
で
な

い
こ
と
。
三
つ
に
は
新
規
事

業
を
行
う
こ
と
で
新
た
な
展

開
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
。
こ

※公設公営：行政が施設を用意し、自ら運営主体となって事業の企画や運営を行う形態

相生市議会だより
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の
三
点
を
基
本
に
お
い
て
寄

附
区
分
ご
と
に
寄
附
者
の
意

向
に
沿
う
と
思
わ
れ
る
事
業

の
絞
り
込
み
を
し
ま
し
た
。

八
件
の
事
業
は
直
接
的
、
間

接
的
は
別
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

寄寄
附附
をを
ささ
れれ
たた
方方
々々

にに
そそ
のの
使使
いい
みみ
ちち
をを
どど

のの
よよ
うう
にに
おお
知知
らら
せせ
すす
るる
のの

かか
。。
まま
たた
、、
今今
後後
寄寄
附附
をを
しし

てて
いい
たた
だだ
くく
たた
めめ
のの
方方
策策
をを

おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

報
告
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
二
十
年
度
の

寄
附
金
で
行
う
八
事
業
の
内

容
お
よ
び
寄
附
者
で
公
表
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
々
の
氏

名
等
の
一
覧
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
市
内

ま
た
、
寄
附
者
の
皆
さ
ん
に

配
布
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
寄
附
の

拡
大
を
図
る
た
め
同
級
生
、

同
窓
生
や
郷
土
出
身
者
へ
の

周
知
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問

答 問 答

問 答 問

地域医療について

兵庫カップ相生

ドラゴンボート

選手権大会廃止

について

（代表質問）

吉田
よよ しし だだ

政男
まま ささ おお

答 問

答 問

ふるさと応援基金

事業について

土井
どど いい

本子
もも とと ここ

統
廃
合
の
予
想
さ
れ

る
学
校
施
設
の
耐
震
化

計
画
で
す
が
、
統
合
す
る
学

校
施
設
は
統
合
後
の
校
舎
や

体
育
館
が
避
難
所
や
交
流
の

場
に
な
る
こ
と
か
ら
、
保
護

者
や
住
民
の
思
い
を
十
分
に

踏
ま
え
て
、
国
の
有
利
な
制

度
も
活
用
し
な
が
ら
必
要
で

あ
れ
ば
整
備
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

答

答

兵庫カップ相生ドラゴンボート選手権大会



若若
手手
教教
職職
員員
がが
増増
ええ

てて
いい
るる
なな
かか
、、
先先
輩輩
教教

職職
員員
のの
すす
ぐぐ
れれ
たた
技技
術術
指指
導導

等等
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
確確
実実
にに
伝伝

達達
しし
てて
いい
くく
のの
かか
おお
伺伺
いい
しし

まま
すす
。。

十
九
年
度
、
二
十
年

度
小
・
中
学
校
で
、
十

九
名
の
若
い
教
職
員
を
新
規

採
用
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
・
中
学
校
の

管
理
職
を
除
く
一
般
教
職
員

の
十
％
を
超
え
る
人
数
で
あ

り
、
若
い
教
職
員
は
、
児

童
・
生
徒
と
年
齢
も
近
く
、

子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
こ
と
が
出
来
る
い
い
面
も

あ
り
ま
す
が
、
授
業
な
ど
の

場
面
で
、
指
導
技
術
が
未
熟

な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
若
い
教
職
員
の

た
め
に
、
昨
年
度
か
ら
先
輩

教
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
、

匠
の
技
を
伝
え
る
研
修
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
た
だ
講
義
を
聴

く
だ
け
の
座
学
で
は
な
く
実

際
に
体
を
動
か
し
て
身
に
つ

け
る
内
容
を
多
く
取
り
入
れ

た
研
修
会
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
先
輩
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か

し
て
若
い
教
職
員
に
確
実
に

伝
達
を
し
、
授
業
力
や
実
践

的
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

的的
にに
かか
なな
っっ
たた
本本
市市
のの
取取
りり

組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
しし
まま

すす
。。

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
交
付
金
は
、
地
域

内
で
ニ
ー
ズ
が
あ
り
雇
用
継

続
が
見
込
ま
れ
る
事
業
に
お

い
て
、
地
域
求
職
者
等
を
雇

い
入
れ
て
安
定
的
な
雇
用
機

会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
雇
用
の
就
業
期
間
は
、

一
年
以
上
三
年
以
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
、

企
業
の
雇
用
調
整
等
で
、
解

雇
や
継
続
雇
用
の
中
止
に
よ

る
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

非
正
規
労
働
者
、
中
高
年
齢

者
な
ど
の
生
活
の
安
定
を
図

る
た
め
、
緊
急
的
、
一
時
的

な
つ
な
ぎ
就
業
の
機
会
の
創

出
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
雇

用
の
就
業
期
間
は
六
か
月
未

満
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
関
係
各
課
と
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
、

県
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
予
算

措
置
お
よ
び
事
業
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
二
十
一
年
度

の
補
正
予
算
で
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

え
て
お
り
ま
す
。

取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
一
万
二
千
円
の
商
品

券
を
一
万
円
で
販
売
を
し
、

市
内
で
消
費
を
し
て
い
た
だ

く
相
生
市
元
気
ア
ッ
プ
商
品

券
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

国国
でで
はは
、、
自自
治治
体体
にに

よよ
るる
雇雇
用用
機機
会会
創創
出出
のの

たた
めめ
にに
、、
ふふ
るる
ささ
とと
雇雇
用用
再再

生生
特特
別別
交交
付付
金金
とと
緊緊
急急
雇雇
用用

創創
出出
事事
業業
がが
ああ
るる
がが
、、
ここ
れれ

らら
のの
市市
へへ
のの
配配
分分
とと
そそ
のの
目目

と
し
て
補
助
す
る
中
小
企
業

小
額
資
金
融
資
保
証
料
補
助

金
を
、
市
の
独
自
補
助
金
制

度
と
し
て
実
施
し
て
お
り
二

十
年
二
月
末
現
在
二
十
八
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

定定
額額
給給
付付
金金
をを
地地
域域

経経
済済
活活
性性
化化
にに
つつ
なな
げげ

るる
具具
体体
策策
をを
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

定
額
給
付
金
の
目
的

で
あ
る
景
気
対
策
と
生

活
支
援
の
観
点
か
ら
、
こ
れ

を
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら

相生市議会だより
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景景
気気
後後
退退
のの
波波
がが
、、

わわ
がが
街街
のの
地地
域域
経経
済済
にに

どど
のの
よよ
うう
にに
押押
しし
寄寄
せせ
てて
いい

るる
のの
かか
、、
認認
識識
をを
おお
伺伺
いい
しし

まま
すす
。。

市
の
景
気
判
断
の
状

況
値
で
は
、
平
成
二
十

年
は
マ
イ
ナ
ス
四
十
五
・
九

ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
景
気
の

悪
化
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
種
別
で
は
製
造

業
・
建
設
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

等
は
や
や
悪
化
、
卸
売
・
小

売
・
飲
食
業
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
悪
化
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。

中
小
企
業
者
の
資
金
融
資

制
度
に
つ
い
て
も
、
昨
年
を

上
回
る
件
数
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

市市
のの
中中
小小
企企
業業
小小
額額

資資
金金
融融
資資
制制
度度
のの
今今
後後

のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺

いい
しし
まま
すす
。。

平
成
十
九
年
度
は
、

融
資
件
数
二
十
件
平
成

二
十
年
度
は
、
二
月
末
で
三

十
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
借
入
金
に
係

る
保
証
料
十
万
円
を
限
度
額

答 問

答

問

問

答 問 答

答

問 にぎわいと活気の

あるまちづくりに

ついて

愛着と生きがいを

育むまちづくりに

ついて

（代表質問）

後田
ううししろろだだ

正信
ままささののぶぶ

相生市元気アップ商品券



そそ
ここ
でで
、、
雇雇
用用
対対
策策
のの
、、

ふふ
るる
ささ
とと
雇雇
用用
再再
生生
特特
別別
交交

付付
金金
事事
業業
、、
緊緊
急急
雇雇
用用
創創
出出

事事
業業
にに
つつ
いい
てて
、、
福福
祉祉
やや
教教

育育
なな
どど
ママ
ンン
パパ
ワワ
ーー
（（
※※
））
のの

事事
業業
にに
、、
まま
たた
、、
常常
用用
雇雇

用用
・・
正正
規規
雇雇
用用
にに
つつ
なな
げげ
てて

いい
くく
ここ
とと
がが
必必
要要
とと
考考
ええ
るる

がが
、、
どど
のの
よよ
うう
にに
取取
りり
組組
むむ

のの
かか
。。

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

事
業
は
、
継
続
的
な
雇

用
機
会
の
創
出
を
、
緊
急
雇

用
就
業
機
会
創
出
事
業
は
、

次
の
雇
用
ま
で
の
短
期
の
雇

用
・
就
業
機
会
の
創
出
を
目

的
と
し
た
、
い
ず
れ
も
厳
し

い
雇
用
失
業
情
勢
に
対
応
す

る
も
の
で
、
雇
用
の
創
出
に

つ
い
て
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を

必
要
と
す
る
分
野
を
優
先
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
事
業
は
、
事
業
が
終
了
し

た
後
も
、
雇
用
の
継
続
が
見

込
ま
れ
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
事
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な

限
り
正
規
雇
用
化
が
進
む
よ

う
に
努
め
ま
す
。

食食
育育
とと
地地
産産
地地
消消
のの

取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
、、

相相
生生
市市
のの
「「
夢夢
ああ
るる
農農
村村
づづ

くく
りり
推推
進進
事事
業業
」」
のの
予予
算算
額額

はは
百百
五五
十十
万万
円円
でで
、、
農農
産産
物物

直直
売売
所所
やや
地地
域域
特特
産産
物物
のの
生生

す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

も
、
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国国
のの
少少
子子
化化
対対
策策
のの

方方
向向
性性
はは
、、
子子
どど
もも
をを

増増
やや
すす
ここ
とと
よよ
りり
もも
、、
現現
状状

維維
持持
若若
しし
くく
はは
、、
将将
来来
子子
どど

もも
がが
減減
少少
しし
たた
場場
合合
のの
政政
策策

がが
議議
論論
ささ
れれ
てて
きき
てて
いい
るる
。。

市市
とと
しし
てて
ここ
のの
方方
向向
性性
をを
踏踏

まま
ええ
、、
今今
後後
のの
対対
策策
はは
どど
うう

考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
おお
尋尋
ねね
しし

まま
すす
。。

市
で
は
「
相
生
市
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、
少
子
化
対

策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
新
た
な
総
合
計
画
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
市
の
特

性
を
踏
ま
え
た
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
対
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

※マンパワー：人間の労働力、人力
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兵兵
庫庫
県県
はは
、、
厳厳
しし
いい

経経
済済
状状
況況
にに
対対
すす
るる
施施

策策
とと
しし
てて
、、
緊緊
急急
性性
、、
必必
要要

性性
のの
高高
いい
事事
業業
をを
実実
施施
すす
るる

たた
めめ
「「
緊緊
急急
雇雇
用用
就就
業業
機機
会会

創創
出出
基基
金金
」」
をを
創創
設設
しし
たた
。。

ここ
れれ
をを
受受
けけ
てて
、、
具具
体体
的的
なな

事事
業業
のの
展展
開開
、、
市市
にに
交交
付付
ささ

れれ
るる
予予
算算
規規
模模
はは
どど
のの
よよ
うう

にに
なな
るる
のの
かか
。。

国
か
ら
の
交
付
金
に

よ
り
県
に
お
い
て
三
年

間
で
五
十
五
億
四
千
万
円
の

基
金
が
創
出
さ
れ
、
県
の
事

業
、
市
町
の
事
業
そ
れ
ぞ
れ

二
分
の
一
ず
つ
配
分
さ
れ
る

予
定
で
す
。
具
体
的
な
事
業

等
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算

で
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

全全
国国
各各
地地
にに
おお
いい
てて

農農
業業
分分
野野
にに
よよ
るる
ささ
まま

ざざ
まま
なな
事事
業業
展展
開開
がが
なな
ささ
れれ
、、

内内
需需
のの
拡拡
大大
とと
いい
うう
面面
かか
らら
、、

農農
林林
水水
産産
業業
のの
振振
興興
はは
必必
要要

とと
考考
ええ
るる
。。
市市
にに
おお
いい
てて
もも
、、

夢夢
ああ
るる
農農
村村
づづ
くく
りり
事事
業業
がが

取取
りり
組組
まま
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
雇雇

用用
対対
策策
とと
担担
いい
手手
育育
成成
のの
見見

地地
かか
らら
今今
後後
のの
計計
画画
をを
おお
尋尋

産産
拡拡
大大
へへ
のの
助助
成成
はは
、、
二二
十十

七七
万万
円円
、、
一一
団団
体体
にに
すす
れれ
ばば

三三
万万
円円
にに
すす
ぎぎ
なな
いい
。。

地地
産産
地地
消消
のの
一一
層層
のの
推推
進進

のの
たた
めめ
にに
はは
、、
特特
産産
物物
のの
価価

格格
保保
証証
をを
含含
めめ
、、
ここ
れれ
らら
団団

体体
へへ
のの
支支
援援
をを
強強
めめ
るる
ここ
とと

ここ
そそ
必必
要要
でで
ああ
るる
。。

合合
わわ
せせ
てて
学学
校校
給給
食食
へへ
のの

地地
場場
産産
農農
産産
物物
のの
安安
定定
供供
給給

のの
たた
めめ
生生
産産
ググ
ルル
ーー
ププ
のの
育育

成成
、、
供供
給給
体体
制制
のの
整整
備備
、、
強強

化化
をを
図図
るる
べべ
きき
でで
はは
なな
いい
かか
。。

相
生
市
に
点
在
す
る

各
直
売
所
の
運
営
や
農

産
加
工
品
を
製
造
す
る
団
体

は
、
い
ず
れ
も
規
模
的
に
弱

小
で
す
。
価
格
保
証
等
い
ろ

い
ろ
な
支
援
を
行
う
よ
り
先

に
、
こ
れ
ら
団
体
が
一
つ
の

大
き
な
組
織
と
な
り
、
相
生

市
農
業
の
受
け
皿
に
な
る
こ

と
が
最
優
先
に
取
り
組
む
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
へ
の
食
材
導
入

に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通
し

て
安
定
的
な
納
品
が
で
き
な

い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、

生
産
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
ハ
ウ
ス
栽
培

等
、
年
間
を
通
じ
安
定
的
な

納
品
が
で
き
る
よ
う
供
給
体

制
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

問

答

答

いい
まま
景景
気気
悪悪
化化
をを
理理

由由
にに
、、「「
派派
遣遣
切切
りり
」」
なな

どど
非非
正正
規規
労労
働働
者者
をを
モモ
ノノ
のの

よよ
うう
にに
使使
いい
捨捨
てて
にに
すす
るる
深深

刻刻
なな
事事
態態
がが
広広
がが
っっ
てて
いい
るる
。。

問
雇用対策について

食育と地産地消の取

り組みについて

岩崎
いいわわささきき

修
おおささむむ

答

ねね
しし
まま
すす
。。

次
世
代
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
や
周
囲
を
巻
き

込
ん
だ
活
動
を
計
画
し
、
農

業
の
受
け
皿
と
な
る
団
体
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

農
業
参
入
に
お
け
る
一
般
企

業
の
発
掘
に
取
り
組
み
、
そ

れ
ら
企
業
が
参
入
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
に
着
手
し
、

国
・
県
に
お
い
て
、
そ
の
事

業
に
関
す
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー

を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

がが
んん
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

はは
、、
早早
期期
発発
見見
がが
重重
要要

でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
たた
めめ
にに
はは
受受

診診
率率
をを
上上
げげ
るる
ここ
とと
がが
大大
切切

でで
ああ
りり
まま
すす
。。
国国
にに
おお
いい
てて

策策
定定
ささ
れれ
たた
、、「「
がが
んん
対対
策策
推推

進進
基基
本本
計計
画画
」」
でで
はは
、、
健健
診診

受受
診診
率率
のの
目目
標標
をを
五五
年年
以以
内内

にに
五五
十十
％％
以以
上上
にに
すす
るる
もも
のの

でで
すす
。。
今今
回回
、、
ここ
のの
計計
画画
目目

標標
のの
たた
めめ
、、
倍倍
額額
のの
交交
付付
税税

措措
置置
がが
ささ
れれ
たた
がが
、、
市市
とと
しし

てて
どど
のの
よよ
うう
にに
使使
用用
すす
るる
のの

かか
、、
まま
たた
、、
戸戸
別別
訪訪
問問
にに
よよ

るる
呼呼
びび
かか
けけ
やや
休休
日日
受受
診診
がが

可可
能能
かか
おお
尋尋
ねね
しし
まま
すす
。。

現
在
、
国
・
県
か
ら

正
式
な
情
報
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
情
報
が
入
り
し
だ

い
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
受
診
し
や

問

答 問 答

問 答 問
雇用・農業・人口　

問題について

健康診査について

渡邊
わわたたななべべ

慎治
しし んん じじ



委
員
会
の
審
査
か
ら

民
生
建
設常

任
委
員
会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

行
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
、

相
生
市
行
財
政
健
全
化
計
画

推
進
に
伴
う
主
な
歳
入
・
歳

出
の
推
移
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
平
成
二
十
年

度
当
初
予
算
額
で
、
約
十

二
％
の
削
減
、
平
成
二
十
一

年
度
で
約
十
四
％
削
減
を
見

込
ん
で
お
り
、
平
成
二
十
二

年
度
に
は
、
二
十
％
削
減
の

目
標
達
成
に
取
り
組
ん
で
い

く
。歳

入
・
歳
出
の
推
移
は
、

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
は

増
加
し
て
い
る
が
、
地
方
交

付
税
、
地
方
債
（（
※※
））、
使
用

料
・
手
数
料
等
が
減
少
し
て

い
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
投
資

的
経
費
（（
※※
））、
人
件
費
等
は
削

減
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二

十
年
度
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て

い
る
公
債
費
（（
※※
））
の
償
還
が

増
加
し
て
い
る
。

委
員
よ
り
、
平
成
二
十
一
、

二
十
二
年
度
の
当
初
予
算
を

大
き
く
削
減
す
る
と
の
予
定

だ
が
、
ど
の
部
分
を
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
福
祉
、

環
境
、
教
育
に
重
視
し
た
行

政
運
営
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
が
、
国
の
制
度
の
変
更

に
よ
り
削
減
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
特
に
福
祉
施
策
は
、

充
実
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
初

予
算
は
投
資
的
経
費
、
人
件

費
、
公
債
費
を
中
心
に
削
減

し
、
福
祉
、
環
境
、
教
育
と

安
全
・
安
心
施
策
は
、
特
に

配
慮
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。学

校
施
設
の
管
理
運
営
等

に
つ
い
て
は
、「
相
生
市
立

小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
診

断
結
果
の
公
表(

案)

」
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

内
容
は
、
市
内
小
・
中
学

校
施
設
の
全
三
十
四
棟
の
う

ち
、
昭
和
五
十
六
年
以
前
の

旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た

二
十
七
棟
に
つ
い
て
耐
震
診

断
を
実
施
し
、
各
学
校
別
に

の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
平
成
二
十
二

年
度
ま
で
に
収
支
均
衡
の
達

成
が
見
込
ま
れ
な
い
場
合
、

経
営
形
態
の
見
直
し
が
選
択

肢
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
採
算
性
だ
け
で
判
断
す

る
の
は
ど
う
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
市
民
病
院
は
、
小
さ

く
と
も
ブ
ラ
ン
ド
と
考
え
て

お
り
、
プ
ラ
ン
を
尊
重
し
つ

つ
続
け
て
い
き
た
い
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

域
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
方

策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
よ
り
、
介
護
報

酬
の
三
％
改
定
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
計
画
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。
第
三
期
事
業

計
画
の
要
介
護
認
定
者
数
、
給

付
実
績
値
が
、
推
計
値
よ
り
下

回
っ
た
が
基
金
残
高
の
見
込

み
は
ど
う
な
の
か
。
そ
の
見

込
み
か
ら
介
護
保
険
料
の
引

き
下
げ
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
介
護

報
酬
の
改
定
分
に
つ
い
て
は

計
画
に
見
込
ん
で
お
り
、
基

金
の
残
高
は
、
約
三
億
三
千

万
円
で
あ
る
。
し
か
し
、
基

金
の
取
り
崩
し
は
見
込
ん
で

介
護
保
険
に
つ
い
て
、
相

生
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ

び
第
四
期
相
生
市
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
の
概
要
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
予
防
事
業
の
内

容
、
参
加
者
の
拡
大
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
の
び
の
び

健
康
教
室
で
は
、
筋
力
維

持
・
向
上
の
た
め
の
訓
練
、

脳
の
健
康
教
室
で
は
、
認
知

症
を
予
防
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
今
後
各
地

い
る
が
、
介
護
保
険
料
の
引

き
下
げ
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

環
境
施
策
に
つ
い
て
、
美

化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
の

見
直
し
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
ご
み
収
集
を
委

託
す
る
地
区
選
定
の
根
拠
、

経
費
、
事
業
効
果
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
委
託
す
る
地

区
と
し
て
、
矢
野
・
若
狭

野
・
鰯
浜
・
坪
根
地
区
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
地
区
に
は
、

ご
み
箱
が
設
置
さ
れ
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
一
か
所
あ
た

り
の
利
用
人
員
が
多
い
こ
と
。

ま
た
、
矢
野
地
区
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
資

源
ご
み
収
集
を
一
部
民
間
委

託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
選
定

し
た
。

ま
た
、
約
六
百
万
円
程
度

の
経
費
が
節
減
で
き
、
委
託

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
収

集
の
効
率
性
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
今
以
上
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
は
困
難
で
あ
る

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

市
民
病
院
に
つ
い
て
、
現

在
策
定
中
の
「
相
生
市
民
病

院
改
革
プ
ラ
ン(

案)

」
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
総
務
省
で
示
さ

れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
強

制
力
が
な
い
が
プ
ラ
ン
を
ど

のびのび健康教室（総合福祉会館）

相生市議会だより
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※投資的経費：道路、学校など社会資本の整備のための経費　　　※公債費：市が借り入れた地方債を返済するための経費
※地方債：道路、学校などの公共整備に必要な財源を調達するために国などから借りるお金



・
相
生
市
民
病
院
の
診
療
科

目
に
「
乳
腺
外
科
」
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
職職
員員
のの
勤勤
務務
時時
間間

等等
にに
関関
すす
るる
条条
例例
のの
一一
部部

をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、

職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
勤

務
時
間
が
改
正
さ
れ
、
昼
の

休
憩
時
間
を
四
十
五
分
か
ら

六
十
分
に
変
更
す
る
も
の
で

す
。

◇◇
相相
生生
市市
のの
特特
別別
職職
にに
属属
すす

るる
常常
勤勤
職職
員員
のの
給給
与与
にに
関関

すす
るる
条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正

すす
るる
条条
例例

◇◇
相相
生生
市市
教教
育育
長長
のの
給給
与与
等等

にに
関関
すす
るる
条条
例例
のの
一一
部部
をを

改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
以
上
の
二
件
の
条
例
は
、

平
成
十
八
年
一
月
か
ら
平
成

二
十
一
年
三
月
ま
で
の
間
、

特
例
措
置
と
し
て
減
額
し
て

い
る
給
料
月
額
を
引
き
続
き

平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で
延

長
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
個個
人人
情情
報報
保保
護護
条条

例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条

例例
・
こ
の
条
例
は
、
関
係
法
令

の
改
正
に
よ
り
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
福福
祉祉
医医
療療
費費
等等
助助

成成
条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす

るる
条条
例例

・
こ
の
条
例
は
、
県
の
新
行

◇◇
平平
成成
二二
十十
年年
度度
相相
生生
市市
一一

般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算
にに
つつ
いい

てて
処処
分分
のの
件件
報報
告告

・
以
上
の
報
告
は
、
定
額
給

付
金
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
に
伴
う
事
務
費
を
補
正
す

る
も
の
で
報
告
を
承
認
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
の
予
算

は
、
別
表
の
「
平
成
二
十
一

年
度
各
会
計
別
予
算
額
」
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
の
補
正
予

算
は
、
九
会
計
で
補
正
を
行

い
、
一
般
会
計
で
定
額
給
付

金
事
業
等
に
よ
り
、
五
億
二

千
三
百
七
十
六
万
円
増
額
し
、

百
二
十
八
億
四
千
八
百
万
三

千
円
と
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
七
会
計
お
よ
び

公
営
企
業
会
計
で
四
億
三
千

四
百
十
一
万
八
千
円
減
額
し

ま
し
た
。

◇◇
相相
生生
市市
介介
護護
給給
付付
費費
準準
備備

基基
金金
条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正

すす
るる
条条
例例

・
こ
の
条
例
は
、
関
係
法
令

の
改
正
に
よ
り
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
病病
院院
事事
業業
のの
設設
置置

等等
にに
関関
すす
るる
条条
例例
のの
一一
部部

をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例
のの
制制
定定

にに
つつ
いい
てて

三
月
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

【【
条条
　　
　　
例例
】】

【【
報報
　　
　　
告告
】】

【【
予予
　　
　　
算算
】】

財
政
構
造
改
革
に
よ
る
助
成

制
度
の
見
直
し
（
平
成
二
十

一
年
七
月
よ
り
）
お
よ
び
市

の
単
独
事
業
と
し
て
、
乳
幼

児
等
医
療
費
を
小
学
校
三
年

生
ま
で
一
部
負
担
金
を
無
料

化
（
平
成
二
十
一
年
四
月
よ

り
）
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
重重
度度
心心
身身
障障
害害
者者

介介
護護
手手
当当
支支
給給
条条
例例
のの
一一

部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
こ
の
条
例
は
、
県
の
新
行

財
政
構
造
改
革
に
よ
り
支
給

対
象
外
と
な
る
介
護
者
に
対

す
る
救
済
策
と
し
て
、
市
単

独
の
支
給
要
件
等
を
定
め
、

手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
介介
護護
保保
険険
条条
例例
のの

一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
こ
の
条
例
は
、
介
護
保
険

料
第
四
期
（
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
）

に
つ
い
て
、
現
行
の
保
険
料

と
同
額
に
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
市市
道道
路路
線線
のの
廃廃
止止
にに
つつ
いい

てて
◇◇
市市
道道
路路
線線
のの
変変
更更
にに
つつ
いい

てて
◇◇
市市
道道
路路
線線
のの
認認
定定
にに
つつ
いい

てて
・
以
上
の
三
件
は
、
県
道
相

生
停
車
場
線
道
路
改
良
ま
た

開
発
行
為
に
伴
う
道
路
整
備

等
に
よ
り
合
計
七
路
線
の
変

更
等
を
行
う
も
の
で
す
。

結
果
を
整
理
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
早
急
に
耐
震

化
に
取
り
組
む
施
設
六
棟
、

今
後
計
画
的
に
取
り
組
む
施

設
十
五
棟
に
区
分
し
、
そ
の

方
針
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
早
急
に
取
り

組
む
六
棟
と
、
残
り
十
五
棟

を
含
め
た
全
体
の
事
業
費
お

よ
び
完
了
目
途
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
六
棟
の
う
ち
、
双
葉

中
学
校
体
育
館
は
、
平
成
二

十
年
度
に
工
事
が
完
了
し
た
。

残
り
三
小
学
校
の
体
育
館
、

双
葉
中
学
校
南
校
舎
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
予

算
と
し
て
要
求
し
て
お
り
、

矢
野
川
中
学
校
体
育
館
に
つ

い
て
は
事
業
費
を
試
算
し
て

い
る
。
今
後
計
画
的
に
取
り

組
む
十
五
棟
分
を
含
め
、
事

業
を
耐
震
補
強
に
限
定
し
た

場
合
の
事
業
費
と
し
て
、
約

十
億
円
程
度
と
試
算
し
て
い

る
。
ま
た
、
完
了
の
目
途
と

し
て
は
、
年
一
件
の
ペ
ー
ス

で
い
く
と
、
平
成
三
十
四
年

ご
ろ
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

公
表
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
紙
、
ま
た
、
教
育
委
員

会
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

行
う
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

双葉中学校体育館

【【
事事
件件
案案
件件
】】

相生市議会だより
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●相生市議会だよりは再生紙を使用しています
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相生市議会だより

※ http://www.city.aioi.hyogo.jp/gikai/page/index.htm

議
長
交
際
費
の
執
行
状
況

に
つ
い
て

議会活動状況
＜３月＞
１０日　議会報第９２号発行
１２日　定例市議会再開
１３日　定例市議会再開
１６日　民生建設常任委員会
１７日　総務文教常任委員会
２４日　定例市議会閉会

＜4月＞
１５日　議会報編集委員会
２１日　近畿市議会議長会　　　　　（吹田市）
２８日　播但市議会議長会　　　　　（養父市）

＜５月＞
７日　代表者会議　
１１日　議会運営委員会
１２日　兵庫県市議会議長会　　　　（淡路市）
１５日　臨時市議会開会
１８日　徳島県鳴門市議会来相
２７日　全国市議会議長会　　　　　（東京都）
２８日　民生建設常任委員会
２９日　総務文教常任委員会

＜６月＞
２日　議会運営委員会

平成21年度各会計別予算額 （単位：千円）

会会　　　　　　計計　　　　　　名名 予予　　算算　　額額 対対前前年年度度比比

一一 般般 会会 計計

特特 別別 会会 計計

国民健康保険特別会計

老人保健医療特別会計

公共下水道事業特別会計

看護専門学校特別会計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療保険特別会計

企企 業業 会会 計計

病 院 事 業 会 計

合合　　　　　　　　　　　　 計計

△△22..44

22..77

3.7

△97.5

21.7

2.2

△0.4

0.2

△2.4

△△1111..33

△11.3

△△00..55

％

五
月
臨
時
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

1111,,558800,,000000

1100,,228822,,557700

3,777,000

12,320

3,466,600

134,950

400,900

2,097,700

393,100

770011,,770000

701,700

2222,,556644,,227700

相
生
市
議
会
で
は
、
開
か

れ
た
市
議
会
を
め
ざ
し
て
、

議
長
交
際
費
の
執
行
状
況
を

公
開
い
た
し
ま
す
。

平成２０年度支出明細

区　　　分

慶 弔 費

渉 外 賄 関 係

そ の 他

合　　　計

金 額（円）

120,420

18,500

5,600

144,520

件 数

10 

2

2

14

平成２０年度予算額
３００，０００円

☆
　
詳
し
く
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（（
※※
））
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

◇◇
相相
生生
市市
税税
条条
例例
のの
一一
部部
をを

改改
正正
すす
るる
条条
例例
のの
制制
定定
にに

つつ
いい
てて
処処
分分
のの
件件
報報
告告

◇◇
一一
般般
会会
計計
予予
算算
おお
よよ
びび
公公

共共
下下
水水
道道
事事
業業
特特
別別
会会
計計

予予
算算
繰繰
越越
明明
許許
費費
にに
つつ
いい

てて
報報
告告

・
各
報
告
に
つ
い
て
了
承
し

ま
し
た
。

◇◇
平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度
一一
般般
会会

計計
補補
正正
予予
算算

・
緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
よ

り
、
一
千
二
百
九
十
万
円
増

額
し
、
百
十
五
億
九
千
二
百

九
十
万
円
と
し
ま
し
た
。

◇◇
市市
有有
財財
産産
のの
取取
得得
にに
つつ
いい

てて
・
現
在
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
老
朽
化
に
伴
い
、

新
し
く
一
台
購
入
す
る
も
の

で
す
。

編

集

後

記

議
会
報
編
集
委
員
会
の
委

員
が
交
代
し
ま
し
た
。

委
員
一
同
、
意
を
新
た
に

市
民
に
親
し
ま
れ
る
「
市
議

会
だ
よ
り
」
と
な
り
ま
す
よ

う
編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇◇
ああ
らら
たた
にに
生生
じじ
たた
土土
地地
のの

確確
認認
にに
つつ
いい
てて

◇◇
町町
のの
区区
域域
のの
変変
更更
にに
つつ
いい

てて

・
以
上
の
二
件
は
、
相
生
港

内
公
有
水
面
埋
立
事
業
が
竣

功
し
た
こ
と
に
伴
い
、
土
地

の
確
認
お
よ
び
町
の
区
域
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
人人
権権
擁擁
護護
委委
員員
とと
しし
てて
次次

のの
方方
のの
推推
せせ
んん
にに
同同
意意
しし

まま
しし
たた
。。

相
生
市
若
狭
野
町
野
々

一
一
九
〇
番
地

福
田
ふ
く
だ

悦
子
え
つ
こ

さ
ん

【【
人人
　　
　　
事事
】】

公有水面埋立地（相生六丁目）

【【
報報
　　
　　
告告
】】

【【
予予
　　
　　
算算
】】

【【
事事
件件
案案
件件
】】
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